
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度重なる事故発生に、信号機設置が求められてき

た印西市・竜腹寺交差点。新たにラウンドアバウト

導入案が持ち上がっています。 

1970年（昭和 45年）生まれ 県立君津高卒 
専修大卒、早稲田大大学院 政治学研究科修了 

事務所連絡先 Fax：0476-36-7802  

ﾒｰﾙ：iwai.yasunori@outlook.jp 

〒270-1515 印旛郡栄町安食台 2-26-23（栄町役場前） 

 

 

環状交差点
ラ ウ ン ド ア バ ウ ト

導入で関係者が協議 竜腹寺交差点 

千葉県議会議員

岩井やすのりの県政かわら版

でもっと詳し
く！ 

●信号機予算不足 年 300件の要望に新設 5基 

 これまでも県議会にて取り上げてきた、竜腹寺

交差点の信号機問題。同交差点は笠神、中根地区

など旧本埜村中心部の住民が多く利用する中、市

道側からの見通しが著しく悪い上、県道側はスピ

ード超過車両も少なくなく、車両の右左折時にヒ

ヤッとさせられることが日常茶飯事です。同交差

点では、2010 年に続き 2023 年 1 月にも四輪車と

二輪車が絡む死亡事故が発生。地元竜腹寺地区か

ら信号機設置に関する要望書が提出されてきたも

のの、大きな進展が見られない状況です。 

そもそも、信号機設置の遅れの背景となってい

るのが県の信号機予算の不足。県警は、信号機の

維持管理の費用として毎年約 40億円を投入してい

るものの、これは県警の交通関連の予算の 4 割を

占め、他の予算を大きく圧迫しています。結果、

千葉県内で出される信号機の新設要望が年間 300

件ある中で、2026 年度の信号機設置予定は全県で

わずか 5基にとどまっている状況なのです。 

●昨年７月 県警「信号機の設置は難しい」 

 そのような中で、竜腹寺交 

差点の安全対策案として持ち 

上がっているのが、ラウンド 

アバウト（環状交差点）の導 

入です。ラウンドアバウトは 

右回り一方通行で環道優先の 

●一刻も早い事業の実現を後押しする 

警察からの提案を受け、市は引き続き県土木事

務所と協議を進めていくとのこと。一刻も早い安

全対策の実現も必要であり、事業の実現に向け後

押ししてまいります。 

の円形平面交差 

点のことで、交 

差点に進入した 

車両同士の交錯 

が少なく、通行 

速度も低くなる 

ことから、交通 

事故発生の減少 

が期待されると 

いうものです。 

 そもそも印西市は県警に対し、現場の図面を作

成するなどしながら、竜腹寺交差点への信号機設

置や交差点自体の移動による安全対策の実施を求

めてきました。しかし昨年 7 月、信号機設置につ

いては「関係する道路の交通量が多くない」、交

差点移設については「現状を変えると車両スピー

ドが上がってしまう」として、いずれも難しいと

の回答。そんな中で警察側から提案があったのが

このラウンドアバウトだったのです。 

ラウンドアバウトは、処理できる交通量に限界

があり、通常交差点と比べ広い用地が必要となる

ところですが、当該交差点においてはそれらの条

件を満たしていることも、特に県警が推す理由と

なっているものとみられます。 

竜腹寺交差点の導入図面 
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●モスク建設で「体感治安」の悪化を懸念する声 

 モスク建設 

計画が持ち上 

がっているの 

は、船橋 C.C 

の北西にあた 

る、白井市河 

原子地区。20 

年以上も前か 

ら運営されて 

いる、既存モスクの裏手にある広大な敷地です。 

 発端となったＸ（旧 Twitter）動画では、ムスリ

ム（イスラム教徒）とおぼしき男性が、「この土地

（予定地）はモスク建設のために捧げられた」「こ

のモスクが建てられれば、日本最大になる」「400

台から 500 台の車が駐車できる（ほどだ）」と説

明。また、背景には黄色の重機も映りこんでいて、

既に整地作業に着手しているように見えます。  

同地区は小規模な工場が立ち並び、民家が多いと

言えないところですが、日本最大のモスクが建設さ

れれば、特定地域の外国人が多く押し寄せてくるこ

とが予想され、埼玉県川口市のような「体感治安」

の悪化を懸念する声が上がっています。 

白井市“日本最大モスク計画”開発許可の可能性は 
して新たな開発 

行為は行えず、 

例外的に学校や 

保育園等の一部 

建物について、 

許可を得た上で 

建設できること 

となっています。 

では、社寺仏 

閣についてはど 

うかと言うと、 

昔ながらの集落に信者や檀家がある中で、お寺の建

物を新築するという場合、半径 1キロ以内に 100名

以上の信者がいること等を要件として、許可を得た

上で建設できるという制度が設けられていたりしま

す。一方、白井市にはそのようなルールはなく、社

寺仏閣についての開発許可申請があった場合は、市

が「県の開発審査会にかけるか否か」を判断するこ

ととなるところです。 

今回のモスク建設の場合、信者は檀家のような土

着住民でないことは明らかで、市街化調整区域に建

設する必然性は到底認められません。仮にモスク建

設申請があったとしても、白井市として開発審査会

にかけることはなく、つまりはモスク建設を許可す

ることはないものと見られています。 

ただし、市街化調整区域に建っている既存モスク

のこれまでの経緯を見ると、法的手続きを経ずに着

工されてしまう可能性がゼロとは言えないところで

す。白井市をはじめとする関係機関には引き続いて

の注視をお願いしたいと思います。 

一部SNSで、「白井市に日本最大モスク計画」と

の情報が流れた問題。予定地は市街化調整区域であ

り、白井市の判断に関心が寄せられています。 

●調整区域にモスク その必然性は認められない 

加えて問題なのは、モスク建設予定地が市街化調

整区域であることです。市街化調整区域では原則と 

「モスク予定地」とされる場所 
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